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２Ｂ１３  

社会型イノベーションのコンセプトモデル設計方法論（その１） 
─ＩＳＴ（イノベーション支援技術）の応用展開─ 

 

阿部仁志（科学技術と経済の会）、伊原木正裕（横河電機）、光岡正秀（ソニー）、永田淳次（OKI）、

Gaston Trauffler（NRW Japan） 

 
1. はじめに 

 
昨今、地球環境問題が大きな問題として大きく

取り上げられ､温暖化や資源の枯渇問題など、そ
の影響を直接感じる機会が多くなるにつれ、我々
が置かれている状況が大変厳しいものになって
きていることが実感として感じられるようにな
っている。この状況を変革していくには、技術を
ベースとして社会変革を伴うイノベーションを
意図的に起こしていく必然性が出てきた時代だ
と考えられる。これは、当初から目的を明確にし
て課題を解決する、社会課題解決型のイノベーシ
ョンと考えることができ、これまでのイノベーシ
ョンとは一線を画し、そのための新たな取り組み
が必要となる。 
このイノベーションは、食糧、資源、エネルギ

ーなどの環境問題ばかりではなく、医療問題、な

ど多くの社会問題の課題解決に必要となってく

る。（図 1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1．社会課題解決型イノベーションのコンセプ

トモデル設計アプローチ概念図 

 

この図で示されるように、現在は社会問題の解

決をするべくあるべきモデルを考えねばならば

いという状況であるが、やがてはその実現

Platform を具体化し、更に人間とコンピュータ技

術やネットワークなどのICT技術との協調システ

ムが出現する世界が想定される。 

この実現には、企業や国を越えてのオープンイ

ノベーションが必要であり、連携、協調が求めら

れる。また、企業の観点からは勿論ビジネスとし

て捉えてのイノベーションを起こしていく必要

があり、これにはその発想の手助けとなる簡便な

設計手法を用いることが出来れば、大変有益であ

る。 

(社)科学技術と経済の会（JATES）では、その

活動の一つとして、「イノベーション志向経営専

門員会」などの専門委員会の中で WG として、IST

（イノベーション支援技術）の検討を進めており、

本稿ではその内容を報告する。 

 
2. IST（Innovation Support Technology） 

 

昨年の世界同時不況以降、製造業は物を作れば

売れる時代は終わり、技術の複雑化、開発機関の

短縮化がますます進行している。企業が保有する

単一の技術だけではなく、社外の複数の技術を取

り込んで統合することにより、短期間にニーズに

適合した開発が要求されるようになってきた。ま

た研究開発テーマを立案するに当たっては、シー

ズ・プッシュとニーズ・プルを同時に満たす、か

つ市場の出口を見据えたダイナミックレンジの

広い、より具体性のある計画が求められている。 

そこで JATES では、ビジネスモデル設計（2002

〜）、戦略ロードマッピング（2004〜）、イノベー

ション・アーキテクチャ（2006〜）の実践的研究

を手がけてきた。これらの手法はそれぞれメリッ

ト、デメリットがあり、それらを上手く組み合わ

せることで実際のビジネスに適用しやすいツー

ルとなる（図２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．IST（イノベーション支援技術） 
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ビジネスモデル設計は、社内外の上下左右の人

達とＲ＆Ｄ成果をビジネスという切り口でコミ

ュニケーションする共通言語を提供することが

目的となる。ビジネスモデル設計方法論としては 
① シナリオプランニング手法を活用 
② Ｒ＆Ｄ成果のビジネス目標を描く 
③ ビジネス目標をJATES研究会で創作したフ

レームワークを用いてビジネスモデルを表
現する 

という手順を開発して「ビジネスモデル設計ハ

ンドブック」として出版し、会員企業の事例で実

践演習を行ってきた。多くの事例研究からビジネ

スモデル設計の有用性、長所と同時に経営要素の

時間変化を表現できないという弱点も明らかに

なり、その弱点を補う方法論として、戦略ロード

マッピングの研究を専門委員会の研究テーマと

して検討した。 

戦略ロードマップは、ビジネスモデルでは表現

が困難であった経営要素を時間軸上で表現した

俯瞰図により、市場動向と機会の発見、投資タイ

ミング、いつからどの技術を開発すべきかの意思

決定を支援するのに優れている。また、より統合

的・傭倣的なイノベーションの戦略・実施・評価

ツールとして、戦略ロードマップとビジネスモデ

ルを統合したイノベーション支援技術を研究し、

その成果は「戦略ロードマップ実践ガイドブッ

ク」として出版された。 

しかし、当初のイノベーション支援技術、

lST(ＢＭ+ＲＭ)では開発テーマのコンセプト設

計において、MyWill、MyVision を既にあるものと

して前提にしていた。そのため、MyWill、MyVison

を効率よく策定するツールとして、イノベーショ

ン・アーキテクチャに着目し、事例研究を通して

研究を通じてその有用性を確認してきた。 

イノベーション・アーキテクチャを活用して、

コンセプト設計を行う手順として、 

①戦略分野の選択 

②知識の収集 

③層の設定・配置と関連付け：その１現状 

④現状のコア・コンピタンスの認識 

⑤層の設定・配置と関連付け：その２将来予

測 

⑥将来のコア・コンピタンスの認識 

でイノベーション機会の“見える化”を行い、

MyWill、MyVison を策定することができる。 

その成果は、「イノベーション・アーキテクチ

ャ実践ハンドブック」として出版された。 

以上に示すようにイノベーション支援技術は、

ビジネスモデル、戦略ロードマップ、イノベーシ

ョンアーキテクチャを必要に応じて連携させな

がら、的確な研究開発の支援を行うツールである。 

 

3. 事例研究 
 

(ア) 家庭用燃料電池 
環境問題の一つとして取り上げられる CO2 由

来の地球温暖化問題の解決策として、ゼロエミッ

ションを実現する技術である、家庭用燃料電池を

中心としたエネルギー供給システムについて検

討を行う。（図３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３．エネルギー供給システム 

 

図で示される様に、石油などの化石燃料の枯渇

問題も含め、再生可能エネルギーを中心としたエ

ネルギー供給システムが今後は必要になってく

るが、既に事業化されている家庭用の燃料電池シ

ステムの今後を IST で検討を行ってみる。その結

果、現状及び今後の予測を含めた IA は図 4 の様

に示される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４．家庭用燃料電池のＩＡ 

 

同様に、ISRM (Integrated Strategic Road Map) 

は図５の様に表される。 

これらから明らかになったことは、今後必要と

なるビジネスとして、 
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が上げられる。この実現のためには、技術開発と

して、 

・水素分離技術 

・エネルギー計測技術 

・インテリジェントな全体の制御システム 

という要素が必要であることがわかり、目指すべ

きビジネス、それを実現する技術開発の両方が可

視化出来る事となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５．家庭用燃料電池の ISRM 

 

即ち、現在既に供給されている家庭用燃料電池

はまだ単体として機能しているが、これがエネル

ギー供給のネットワークに繋がり、太陽電池など

他の再生可能エネルギーと組み合わされ全体と

してマネジメントされることで、家庭、更には社

会全体として最適なエネルギー供給システムが

構築されていくことが予測でき、その基本開発項

目も導き出し可視化した。 

 
(イ) ソネットＭ３:医療分野 

昨今のもう一つの大きな社会課題として、医療

に関する諸問題があるが、その中で医療従事者に

とっての効率化、最新医学情報などの教育への取

組みに相当するビジネスとして、WEB ベースの医

薬情報を提供する、医療関係者限定サービス展開

を行っているソネット M3 を取り上げて検討を行

う。 

このビジネスは、インターネットサービスのプ

ロバイダであるソネットが開始した医療業界向

けポータルビジネスで、日本の医師の半数以上が

参加するという信頼性を誇っている。ポータルの

構成は医師にとっての中立情報入手エリア、及び

医薬品業界との仲介を行うスポンサーエリアと

から成り、このスポンサーからの収入が主な収益

源となっている。 

このビジネスの特徴は、スポンサーである医薬

品業界のニーズと利用者である医師のニーズ、双

方を掴んで問題の解決策を提供したことであり、

サービスビジネスにおける重要要素である、

Win-Win の構図を作っている（顧客とのビジネス

の共創）。具体的には、医療業界で必要となる医

薬品や最新医学情報、医師のメンバー間コミュニ

ケーションなどの必要情報、及びスポンサーにと

っての営業のコストダウンを実現する手段を（機

能）、WEB 技術により簡便化し提供したこと（技術

の活用）が上げられる。 

これを IA で考えると、技術ベースの Platform

の適用とは異なり、ビジネス的観点からのナレッ

ジが Platform として必要という事がわかる。適

用される技術は汎用の WEB 構築技術であり、ここ

では差異化要因は重要ではなく、このビジネスに

焦点を当てる際の知識ベースの Platform が最も

重要な要素となり、これは正に MOT に必要な学問

領域の支えを必要とする。 

図６に将来予測を含めた IA を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６．ソネットＭ３のＩＡ 

 

この IA による可視化をする事で、顧客価値を提

供する Function（機能）が見出せ、更に下記に記

述する Business Modeling と合わせて考える事で

KFS が導き出せ、ここからそのコアコンピタンス

をベースとした、図の薄い青色部分で示される今

後のビジネス展開の予測も可能となる。 

このビジネスの成功要因を纏めると、幾つか上

げる事が出来る。 
①� クローズドな既存の業界があり、そのニーズ

を汲み取って問題解決策を具現化し、地道に
Win-Win を構築した。 

②� 参加者の信頼を、中立性を出すことで勝ち取
った。 

③� 一般個人ユーザー向けにもこの信頼性を応
用してビジネス展開した 
 

特に医療業界は信頼性が重要であり、これをベ

ースとしたことが共通の要素と考えられるであ

ろう。 

図７には、このビジネスモデルのフレームワー
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クを示す。 

 

図 7．Business Modeling 

 

従来の MR 業務を WEB を使うことで代行し、関係

者間のWin-Win構造を作り上げると同時にSo-net 

M3 の安定収入源を確保し、更にその基礎となるコ

ミュニティをベースとして今後のサービスビジ

ネスを加えていくという構造となる。つまり、こ

のコミュニティの信頼を得た事で更なる今後の

発展性を期待できるという、利益逓増モデルが出

来上がっている。 

これらの分析を通し、ソネット M3 の将来像を

含めたビジネスモデルの全体像を浮かび上がら

せる事が可能となり、それを図８に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8．ソネット M3 のビジネスモデル 

 

この様に、サービス事業の一つとして捉えるこ

とが出来るソネット M3 の事業について、一つの

社会課題の解決型ビジネスモデルという視点か

ら再構築の可能性があることがわかった。 

 
4. 考察 

 

IST は主に企業の技術者が、新たなビジネスを

発想する為の簡便なる設計ツールとして利用す

る事を目的として、技術プッシュ型、マーケット

ニーズプル型の両方を検討項目に持ち、メンバー

で議論を行いながら内容を質の高いものに絞り

込んでいくという手法である。社会課題解決型の

イノベーションやビジネスのコンセプトを作成

する有効な手法として提案し事例ベースで研究

してきた。 

今回は社会課題解決型のイノベーションコン

セプトモデルを設計するのにISTが本当に有効な

のか、有効に活用するためにはどのような点に着

目すべきなのか事例分析を通して課題を洗い出

してきた。 

IST の３つの基本要素である IA、BM、RM を検

討ビジネス領域において適切に組み合わせる事

により、解決策として提供すべき機能やそれをベ

ースにしたビジネスを導出することが可能とな

る事を示した。燃料電池では IA と RM の組み合わ

せ、Ｍ３では IA と BM の組み合わせを用いた。 

また、IST を用いて検討する事で、新たに創出

する事業の KFS、コアコンピタンスも明らかとな

る事で、事業の全体像、ビジネスモデルが可視化

しやすくなるという大きなメリットがあり、その

有効性は、使い込むほど高くなっていくと考えら

れる。 

 
5. 今後の予定 

 

科学技術と経済の会では、これまで IST の理論

構築、事例分析を WG として進めてきているが、

その対象を本年度からはサービス事業にも広げ

た検討を進めており、今回取り上げたソネット M3

はその事例の一つである。このように、サービス

事業が検討可能対象となった事で、今後考えてい

くべき社会課題解決型のイノベーションを起こ

すべく創出されるビジネスについて、かなり検討

が行いやすくなったと考えられる。事例分析の範

囲を広げて有効性を更に確認しながら、より良い

設計手法の構築を目指していきたい。特に社会課

題解決型の検討に際してより発想が膨らむ、ある

いは新たな発見・気づきを導出する手法も今後の

スコープに入れておくこととする。 
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